
[i翠慰j 器}

18. MRI(tagg!ng snapshot法)による
下鎚筋群収縮時の返位選解析

621 

Ogu.rt.l t事e1，自殺繁へ播J件後s，治水{プ，
下線仁士4，新津守s，富永愛4

l…筑法大学体背研究科.2…茨域操立法線大学，

3…東京大学総合文化研究科， 4…体宥科学系，

十・筑波大学臨床医学系

{目的}

f5をるJ， i跳ぶjといったスポ}ツ活動における基本
的な運動パタ}ンを考えるとき，下線筋群の鱒きを無援す

ることはできない，とりわけ足関節議題特の，下総後宮誌の

緋綾筋・ヒラメ競の複合体，アキレス腿などは非常に議袈

なユニットであるといえる.そこで本研究では，足関節底

総務である排腹筋とヒラメ筋に注自し，筋1I文総による筋移

動の形態を額像情報として解析することをg的とした.
{方法}

対象は元運動選手8名8締で，平均年齢23.0畿の男性6名

女性2名とし， 1m草人位で間定具に膝と足喜容を樹定し，底背路
90.の状態にさせた.この状態から標識音と問時に30'底

綴させ; ).ゑ関節Ji美総遂勤による等譲住:~I~綴時の緋綾筋・ヒ
ラメ銘を各筋群ごとに諮額断・矢状詔?のスライスで掻橡し

た.今留我々が用いた滋橡法は， taggIng snapshot法と呼ば

れる特殊な方法で， I態窓議動による筋の移動は継い帯状の
taggIng bandsの創立・変形として描出される.これにより

生体内での筋の動的評儲治宝石f能であることは，先の中犠ら
の既究でも報告されている.宮間jには務像解析銭援を用い，

その計担lH蜜から， 1)教大移動量・平均移動撃を，各務若手鰐
で比較する， 2)矢状断{象で深瑠部，中路部.t斐海部とに分
け，部企別iこ務移動距離を比較する， 3)能額断で，外機部，

中央部，内側部とに分け，部分別に筋移動撃を比較する，

という3壌留について検討した，

{結梁および考察}

1.緋腹務・ヒラメ務の各筋群とも，絡の移動方向は中経方

向であった.

2.設大移動箆犠，平均移動jf!離の各筋群掲の比較では，矢

状断において緋腹筋外側頭に対し排媛筋肉静i綴の務移動距
離が者意に低悠を示した，

3‘失状欝?裁において，緋腹筋外劉顕，務態筋肉鶴援の筋移

動i設は， ?菜壌部に対し泌護部が有意に低穫を方とした.ヒラ
メ絡では，有意な愛会t認められなかった.服装筋の番号接第

と接している深穏欝の移動態離が大きいのは，鈴綾務の務

繊維の走行が羽状をなしておち倉叙緒方向が長戦方向では

なく，斜方であるからと考えられる.

4.能額j訴{象において，勝族館外側議，勝旗揚内側擦の鎗移

動選は，中央部で殻も大きい健を訴した.しかしこれは計

総数強によるもので，実際の額橡では，務腹中央部よりや

や下艇の仁和心綾織で簸移動が大きい媛向にあった.これ1;1.:.
絡の関瀦部と中央部だけが移動採緩討議jの対象と織ったこ

とによるもので，こういった磁銀と数緩め不一致を軽減す

ることが今後の懇懇のひとつといえる.
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